
〇
近
況
報
告

水
越
武
氏
写
真
作
品
の移

動
完
了

九
月
一
一
日
、
斜
里
町
の
北

の
ア
ル
プ
美
術
館
に
保
管
さ
れ

て
い
た
同
氏
の
写
真
作
品
を
摩

周
観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
に
移
動

す
る
こ
と
が
完
了
し
ま
し
た
。

〇
情
報
提
供

・
永
山
在
兼
を
顕
彰
し
た

「
永
山
峠
」
標
柱
の
建
立

九
月
二
七
日
に
双
岳
台
に
建

立
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
阿
寒
摩
周
国
立
公
園

指
定
90
周
年
式
典

九
月
二
七
日
午
後
か
ら
摩
周

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

・
北
海
道
東
ト
レ
イ
ル

開
通
式
典
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

釧
路
か
ら
知
床
ま
で
約
四
一

〇
㎞
の
「
北
海
道
東
ト
レ
イ
ル
」

開
通
式
典
と
記
念
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
一
〇
月
五
日
に
摩
周

観
光
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
す
。

・「
シ
マ
エ
ナ
ガ
」

切
手
シ
ー
ト
が
販
売

美
留
和
在
住
の
自
然
写
真
家

山
本
光
一
さ
ん
の
作
品
で
す
。

・
郵
便
ポ
ス
ト
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ

国
立
公
園
指
定
90
周
年
を
記

念
し
て
、
て
し
か
が
出
身
の
相

撲
錦
絵
画
家
木
下
大
門
さ
ん
の

デ
ザ
イ
ン
で
弟
子
屈
局
前
、
川

湯
局
前
、
カ
ム
イ
テ
ラ
ス
、
砂

湯
の
郵
便
ポ
ス
ト
が
ラ
ッ
ピ
ン

グ
さ
れ
ま
す
。

・
斎
藤
敬
子
さ
ん
述
の
「
カ
ム

イ
イ
ピ
ﾘ
マ
（
カ
ム
イ
の
さ
さ
や
き
）」

て
し
か
が
ト
レ
イ
ル
ク
ラ
ブ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ウ
ェ
ブ
マ

ガ
ジ
ン
に
に
ア
ッ
プ
さ
れ
て
い

ま
す
。

・『
東
蝦
夷
物
産
志
』
を
読
む

一
七
九
九
（
寛
政
一
一
）
年

に
渋
江
長
伯
一
行
の
蝦
夷
地
採

薬
紀
行
を
、
釧
路
市
内
の
研
究

者
た
ち
が
解
説
し
た
も
の
で
、

三
〇
〇
部
限
定
で
釧
路
市
内
の

書
店
で
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

「“
郵
便
は
か
き
”
に
見
る

阿
寒
摩
周
の
風
景
」

講
師

安
藤

心

さ
ん

国
立
公
園
に
指
定
さ
れ
る
前

の
弟
子
屈
地
域
を
絵
は
が
き
に

し
た
風
景
と
同
じ
よ
う
な
位
置

か
ら
現
在
の
風
景
を
写
し
た
写

真
を
見
比
べ
、
何
が
変
ら
ず
、

何
が
変
化
し
た
の
か
確
認
し
な

が
ら
、
会
員
は
感
想
や
知
り
得

た
情
報
が
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

経
済
活
動
と
そ
れ
に
伴
う
自

然
の
荒
廃
を
ど
こ
で
折
り
合
い

を
つ
け
る
か
が
、
悩
ま
し
い
永

遠
の
課
題
で
す
。
ま
た
、
歴
史

資
料
、
史
料
蒐
集
の
大
切
さ
を

改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
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九
月
例
会

次
回
の
例
会

誠
に
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、

都
合
に
よ
り
十
月
の
例
会
日
を

一
週
ず
ら
し
て

二
〇
二
四
年

一
〇
月
三
十
日

一
九
：
〇
〇
か
ら

ふ
る
さ
と
歴
史
館

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

勉
強
会

オ
ー
ラ
ル
ヒ
ス
ト
リ
ー

語
り
手

髙
田

中

氏

仮
題弟

子
屈
あ
れ
や
こ
れ
や第

一
話

を
予
定
し
て
い
ま
す
。

勉
強
会
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む
か
し
む
か
史
写
真
館

№346

ま
ぼ
ろ
し
の

阿
寒
・
屈
斜
路
間
道
路

昭
和
三
年
二
月
九
日
付
の
「
請

願
書
」
が
あ
る
。
表
題
は
「
阿
寒

湖
ヨ
リ
屈
斜
路
湖
間
連
絡
道
路
開

鑿
ニ
付
請
願
」
と
な
っ
て
い
て
、

差
出
人
は
屈
斜
路
（
村
）
部
落
民

一
同
で
請
願
先
の
記
載
が
な
い
こ

と
か
ら
、
果
た
し
て
こ
の
請
願
書

が
提
出
さ
れ
た
の
か
は
定
か
で
は

な
い
。

請
願
は
、
阿
寒
湖
、
屈
斜
路
湖
、

摩
周
湖
は
近
い
将
来
国
立
公
園
に

指
定
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
屈

斜
路
湖
側
と
尾
札
部
、
パ
ン
ケ
ト
ー

を
経
て
阿
寒
湖
側
と
を
通
じ
る
自

動
車
道
路
を
造
っ
て
ほ
し
い
、
と

の
内
容
で
あ
る
。
ル
ー
ト
は
、

そ
の
昔
ア
イ
ヌ
の
人
た
ち
が
往

来
し
て
い
た
道
筋
で
あ
る
。

日
本
に
国
立
の
自
然
公
園
を

制
定
す
る
動
き
は
大
正
十
年
に

全
国
十
六
ヵ
所
を
候
補
地
と
し

て
選
定
さ
れ
て
、
基
礎
調
査
が

進
め
ら
れ
た
。
こ
の
候
補
地
に

阿
寒
湖
周
辺
は
含
ま
れ
て
い
た

が
、
摩
周
湖
、
屈
斜
路
湖
は
人

知
れ
ず
に
含
ま
れ
は
て
い
な
か
っ

た
。そ

の
こ
ろ
の
釧
根
地
方
の
交

通
網
は
、
鉄
道
の
釧
網
線
が
大

正
十
一
年
に
釧
路
側
と
網
走
側

か
ら
着
工
さ
れ
、
昭
和
二
年
に

釧
路
か
ら
標
茶
ま
で
開
通
し
、

昭
和
六
年
に
は
全
通
し
た
。
自

動
車
は
大
正
十
年
代
か
ら
昭
和

初
期
に
か
け
て
乗
り
合
い
バ
ス

を
運
行
す
る
な
ど
普
及
し
始
め

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
交
通
手
段

で
川
湯
、
屈
斜
路
湖
を
訪
れ
る

人
々
も
増
え
て
は
い
た
が
、
獣

道
し
か
な
い
摩
周
湖
は
ほ
ぼ
無

名
の
存
在
で
あ
っ
た
。

北
海
道
庁
高
等
官
の
土
木
技

師
永
山
在
兼
が
釧
路
土
木
派
出

所
長
と
し
て
赴
任
し
た
の
は
大

正
七
年
で
、
昭
和
五
年
に
釧
路

地
方
か
ら
転
出
す
る
ま
で
の
九

年
間
で
、
将
来
は
自
動
車
に
よ

る
地
方
交
通
の
時
代
が
来
る
こ

と
を
見
越
し
た
道
路
作
り
を
行

い
、
釧
根
地
方
の
主
要
な
道
路

建
設
に
あ
た
っ
た
。

昭
和
二
年
に
阿
寒
国
立
公
園

阿寒湖ヨリ屈斜路湖間連絡道路開鑿ニ付請願

（代表者の氏名は筆者の判断で伏せた）

指
定
さ
れ
る
よ
う
と
運
動
が
地

元
で
始
ま
り
、
同
時
期
に
永
山

は
阿
寒
湖
、
摩
周
湖
、
屈
斜
路

湖
を
結
ぶ
道
路
の
「
永
山
プ
ラ

ン
」
を
発
表
し
た
。
そ
れ
以
前

に
永
山
は
、
大
正
九
年
に
は
屈

斜
路
か
ら
美
幌
峠
間
の
道
路
を

開
通
さ
せ
、
大
正
十
二
年
に
は

釧
路
か
ら
北
見
間
に
自
動
車
の

通
行
が
可
能
な
道
路
に
改
良
を

完
成
さ
せ
、
屈
斜
路
湖
畔
道
路

は
大
正
十
四
年
に
開
通
さ
せ
て

い
た
。
残
る
は
阿
寒
湖
と
摩
周

湖
を
結
ぶ
道
路
で
あ
る
。
昭
和

四
年
に
弟
子
屈
か
ら
摩
周
湖

（
第
一
）
展
望
台
間
に
着
手
し

同
年
開
通
さ
せ
て
い
る
。
阿
寒

横
断
道
路
は
昭
和
三
年
に
測
量

に
着
手
し
、
開
通
し
た
の
は
昭

和
五
年
で
あ
っ
た
。

永
山
プ
ラ
ン
の
道
路
網
に
沿
っ

て
昭
和
六
年
、
国
立
公
園
調
査

委
員
一
行
が
阿
寒
か
ら
摩
周
湖
・

屈
斜
路
湖
一
帯
を
来
訪
し
、
原

生
林
の
阿
寒
湖
、
神
秘
的
な
美

し
さ
と
気
品
の
あ
る
摩
周
湖
、

雄
大
な
景
観
の
屈
斜
路
湖
を
含

む
一
帯
が
国
立
公
園
に
指
定
さ

れ
た
の
は
昭
和
九
年
十
二
月
四

日
で
あ
っ
た
。

（
松
橋

筆
）

請願のルート図（推定）


